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天才アートとは、障碍
のある人やひきこもり
者などの多くがもって
いる優れた感性と表

現力、そこから湧き出る独創的なアート
作品に対して、NPO 法人 障碍者芸術
推進研究機構（天才アート KYOTO）
が独自にネーミングしたものです。当
機構は天才アートを推進し、その啓発・
普及活動を積極的に行っています。
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『
青
空
美
術
館
』
は
、「
街
中
に
ア
ー
ト
の
彩

り
！
」
を
と
の
趣
意
で
、
２
０
１
３
年
７
月
に
地

下
鉄
く
い
な
橋
駅
付
近
で
第
１
号
を
開
設
し
ま
し

た
。
工
事
現
場
に
ア
ー
ト
の
華
や
ぎ
を
与
え
て
近

隣
の
人
や
道
行
く
人
に
好
評
を
博
し
、
施
工
主
や

建
設
会
社
と
と
も
に
企
業
の
協
賛
も
得
て
現
在
15

号
ま
で
継
続
し
て
開
設
し
て
い
ま
す
。

24
年
１
月
よ
り
、
新
た
に
16
号
、
17
号
を
開
設

し
ま
す
。
い
ず
れ
も
設
置
場
所
は
市
内
の
中
心
部

に
位
置
し
、
通
行
す
る
人
や
車
両
も
多
く
、
通
り

が
か
り
の
市
民
や
観
光
客
が
気
軽
に
作
品
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

16
号
会
場
： 『
五
条
公
園
上
水
道
工
事
基
地
』

京
都
市
下
京
区
木
屋
町
通
五
条
上
る

24
年
１
月
中
旬
～
25
年
12
月
頃
（
予
定
）

17
号
会
場
： 『
京
都
中
央
信
用
金
庫
三
条
支
店
新

築
工
事
』

京
都
市
中
京
区
千
本
通
三
条
南
東
角

24
年
１
月
中
旬
～
25
年
２
月
頃
（
予
定
）

主
催:

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
障
碍
者
芸
術
推
進
研
究
機
構

協
力:

京
都
市
上
下
水
道
局
、京
都
中
央
信
用
金
庫
、

吉
村
建
設
工
業

協
賛
：（
株
）SCREEN

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

な
お
、
現
在
京
都
市
内
で
開
催
中
の
『
青
空
美

予　　告

展 覧 会

第
８
回
『
公
共
空
間
に
ア
ー
ト
の
彩

り
！
』
展
開
催
中

青
空
美
術
館
と
同
じ
く
、
街
中
に
ア
ー
ト
の
彩

り
！
を
と
の
趣
意
で
、
京
都
一
の
繁
華
街
四
条
通

の
地
下
通
路
に
当
機
構
の
作
品
ア
ー
カ
イ
ブ
を
ポ

ス
タ
ー
パ
ネ
ル
に
し
、
50
点
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

今
回
で
第
８
回
目
と
な
り
ま
す
が
、
無
機
質
に

な
り
が
ち
な
地
下
通
路
に
ポ
ッ
プ
な
雰
囲
気
と
華

や
ぎ
を
醸
し
て
毎
回
好
評
で
す
。
海
外
の
観
光
客

も
多
く
、
会
期
中
は
数
十
万
人
の
通
行
者
が
見
込

ま
れ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
世
界
に
発
信
さ
れ
て
い
ま
す
。　

会
期
：
23
年
11
月
９
日（
木
）～
24
年
１
月
28
日（
日
）

会
場
：
四
条
通
地
下
道
（
京
都
市
下
京
区
麩
屋
町

通
付
近
～
富
小
路
通
付
近
の
間
）

主
催
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
障
碍
者
芸
術
推
進
研
究
機
構

協
力
：
京
都
市
あ
る
く
ま
ち
京
都
推
進
室
・
阪
急
電
車

助
成
：（
公
財
）
京
都
オ
ム
ロ
ン
地
域
協
力
基
金

『
青
空
美
術
館
』
16
号
・
17
号
開
催

（
予
告
）

第
11
回 

天
才
ア
ー
ト
展 『O

PEN
 

STU
D

IO
S 2023

』
開
催

第
11
回
天
才
ア
ー
ト
展
「O

PEN
 STU

D
IO

S

（
オ
ー
プ
ン
ス
タ
ジ
オ
）2023

」
は
、
当
機
構

拠
点
の
き
た
ア
ト
リ
エ
を
会
場
に
開
催
し
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
登
録
作
家
47
人
の
２
４
０
作
品
を
一

堂
に
展
示
。
ア
ト
リ
エ
内
で
は
、
作
家
の
制
作
の

様
子
と
作
品
が
同
時
に
見
ら
れ
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展

示
と
は
異
な
る
設
営
企
画
が
好
評
で
し
た
。

来
場
者
は
２
７
８
人
と
、
例
年
よ
り
は
少
な

く
な
り
ま
し
た
が
、
時
間
を
か
け
て
作
品
を
見
ら

れ
る
方
が
た
く
さ
ん
お
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
来
場

者
が
制
作
中
の
作
家
に
作
品
の
質
問
を
す
る
な
ど
、

術
館
』
は
、
13
号
『
京
都
市
立
呉
竹
総
合
支
援
学

校 

校
舎
建
替
工
事 

仮
囲
い
』（
京
都
市
伏
見
区
桃

山
福
島
大
夫
北
町
52 

西
側
道
路
沿
い
）
と
15
号

『
京
都
市
立
北
総
合
支
援
学
校 

中
央
分
校
整
備
工

事
』（
京
都
市
下
京
区
高
辻
通
油
小
路
東
南
角 

元

格
致
小
学
校
フ
ェ
ン
ス
）
の
２
カ
所
で
す
。

第15号 京都市立北総合支援学校 中央分校整備工事 第13号 京都市立呉竹総合支援学校 校舎建替工事

開 催 中

展 覧 会

報　　告

展 覧 会

ポスターパネルを見ながら歩く人たち

アトリエで作品を見る来場者（右）と制作中の作家
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「
オ
ー
プ
ン
ス
タ
ジ
オ
」
な
ら
で
は
の
対
話
や
交

流
す
る
姿
が
ひ
ん
ぱ
ん
に
見
ら
れ
、
有
意
義
な
展

覧
会
と
な
り
ま
し
た
。

会
期　
23
年
９
月
30
日（
土
）～
10
月
15
日
（
日
）、

11
時
～
17
時
、　
10
月
３
日
・
10
日
休
館

会
場　
当
機
構
拠
点
「
き
た
ア
ト
リ
エ
」

京
都
市
北
区
紫
野
西
舟
岡
町
２

主
催　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
障
碍
者
芸
術
推
進
研
究
機
構

共
催　
京
都
市　
京
都
市
教
育
委
員
会

後
援　
京
都
新
聞　
京
都
新
聞
社
会
福
祉
事
業
団

京
都
市
立
総
合
支
援
学
校
長
会

助
成　
北
区
民
ま
ち
づ
く
り
提
案
支
援
事
業

公
益
財
団
法
人
大
阪
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
財
団

山
口
淑
子
友
愛
基
金

協
賛　
洛
和
会
ヘ
ル
ス
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

特
別
協
賛　
（
株
）SCREEN

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

特
別
助
成　
一
般
財
団
法
人
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｈ
Ａ
財
団

第
１
回
日
本
国
際
芸
術
祭
連
携
事
業

会
期
：
２
０
２
３
年
11
月
４
日（
土
）９
時
～
１７
時

５
日（
日
）９
時
～
１5
時

会
場
：
京
都
教
育
大
学 

学
生
会
館
内

（
京
都
市
伏
見
区
深
草
藤
森
町
１
）

主
催
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
障
碍
者
芸
術
推
進
研
究
機
構

協
賛
：
日
本
発
達
障
害
学
会
第
58
回
研
究
大
会

『
京
都
平
和
会
議
２
０
２
３
』

会
場
展
示

京
都
平
和
会
議
は
、
京
都
大
学
研
究
員
の
ジ
ャ

ン
ル
カ
・
ボ
ナ
ン
ノ
氏
が
代
表
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｉ

Ｐ
Ｓ
Ｏ
の
主
催
で
、
世
界
各
地
の
参
加
者
を
オ
ン

ラ
イ
ン
で
結
び
、
隔
年
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

ア
ー
ト
を
は
じ
め
と
す
る
各
地
の
さ
ま
ざ
ま
な
取

組
を
通
し
て
、
世
界
平
和
を
希
求
す
る
活
動
を
さ

第
58
回
日
本
発
達
障
害
学
会
京
都
大
会 

協
賛

『
天
才
ア
ー
ト
展 

at 

京
都
教
育
大
学
』

全
国
か
ら
研
究
者
や
学
校
関
係
者
な
ど
、
多
数

が
参
加
し
た
第
58
回
日
本
発
達
障
害
学
会
京
都
大

会
に
協
賛
し
、「
天
才
ア
ー
ト
展 

at 

京
都
教
育
大

学
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

会
場
は
、
同
大
学
学
生
会
館
内
に
あ
る
カ
フ
ェ

ス
ペ
ー
ス
で
、
ポ
ス
タ
ー
パ
ネ
ル
16
点
を
展
示
し

ま
し
た
。
同
展
は
、
学
会
参
加
者
の
ほ
か
、
大
学

在
学
生
や
一
般
市
民
に
も
公
開
さ
れ
、
多
く
の
来

場
者
が
あ
り
ま
し
た
。

同
学
会
の
実
行
委
員
長
で
あ
る
京
都
教
育
大
学

発
達
障
害
学
科
の
小
谷
裕
実
教
授
は
、「
学
会
の

休
憩
時
間
な
ど
、
多
く
の
参
加
者
が
作
品
パ
ネ
ル

に
囲
ま
れ
て
、
癒
し
の
時
間
を
過
ご
し
て
お
ら
れ

ま
し
た
」
と
話
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

れ
て
い
ま
す
。

今
回
、
京
都
市
内
で
展
示
中
の
青
空
美
術
館
の

パ
ネ
ル
を
見
て
「
感
動
」
さ
れ
た
ボ
ナ
ン
ノ
氏
の

招
請
に
よ
り
、
原
画
作
品
や
作
品
ポ
ス
タ
ー
を
会

場
に
展
示
し
ま
し
た
。
展
示
作
品
は
オ
ン
ラ
イ
ン

に
て
海
外
の
参
加
者
に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

会
期
：
23
年
10
月
29
日
（
日
）
10
時
～
16
時

会
場
：
京
都
大
学
百
周
年
時
計
台
記
念
館 

国
際
交

流
ホ
ー
ル

展
示
：
原
画
作
品
と
作
品
ポ
ス
タ
ー
パ
ネ
ル

主
催
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｉ
Ｐ
Ｓ
Ｏ

作家と交流する来場者

ポスターパネルや会報などが並んだ会場の様子

ポスターパネルの展示で華やかになったカフェスペースで寛ぐ学生の皆さん

国際交流ホールに展示された原画作品とポスターパネル 京都大学百周年時計台記念館
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TENSA I
ART
NOTE

天 才
アート
ノート

nemuro　1993年生まれ
nemuroは不規則な絵の具の広がりや、時にはコラージュを用いてできた形から見
えたモチーフを縁取ることで描きます。
nemuroはアトリエで描く自身の作品について、「今その時感じたものの一瞬を切り
取っている」と話します。鑑賞者はnemuro作品を見たとき、コラージュを用いたキャ
ンバス上での素材の変化や腕全体の大きな動きで描かれた線などから、作品に内包
された感情や思考を感じることができるかもしれません。

nemuro

上田彩　Ueda Aya　1989 年生
上田は、幼少期より身の回りの出来事や季節折々にある
家庭や学校の行事などを好んで描いてきました。長じて
もそのテーマは一貫して、今も、家庭や通所する事業所
などでの季節の行事やレクリエーションをテーマに描き続
けています。そして作品には、必ず本人や近しい人をモ
チーフにしたり、大好きなパンダを擬人的にアレンジした
りするなど、独特の画風で絵日記を描くように制作します。
彼女が生み出す絵画の世界には、平和で楽しく穏やかな
時が流れています。

『にぎやかなはじまり』　画用紙・アクリル絵の具・ペン、H364×W515mm、
2023年制作

『（あじさい）アジサイ 紫陽花』　アクリル絵の具・色鉛筆・画用紙、H270×W380mm、2023年制作

『ひとりごと』　キャンバス・アクリル絵の具、ペン、H1,000×W805mm、2023年制作

『祈りの窓』　キャンバス・アクリル絵の具・新聞紙、H910×W730mm、
2023年制作
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上田　彩

ゆうだい

ゆうだい　YUDAI　1998年生
ゆうだいはアクリルや色鉛筆を用いて風景を描きます。彼の描く絵画はど
れも実際に訪れた場所や彼自身の思い出の一部です。どれも自分で撮影し
た写真を元に描かれていますが、写っていた人物や細部は省略されていた
り、逆に雲などのモチーフが加わったりしています。
鮮やかな色を用いて描かれた作品は鑑賞者に写真とは違った印象を与え、
どこか白昼夢へ誘われます。

『ひょうごけんフラワーセン
ターのチューリップばたけ』　
キャンバス・アクリル絵の具、
H607×W728mm、2023年
制作

『北アルプスと松川』　
キャンバス・アクリル絵の具、
H607×W730mm、2023年制作

『お風呂』　ペン・色鉛筆・画用紙、H270×W380mm、
2023年制作

『千羽鶴、千羽鶴おしゃれ、鶴のおりがみ』　ペン・色鉛筆・画用紙、H270×W380mm、　 
2023年制作
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●
絵
を
描
き
初
め
た
き
っ
か
け

幼
い
頃
、
弘
樹
は
よ
く
動
く
子
で
こ
ち
ら
が
追

い
つ
か
な
い
ほ
ど
走
り
ま
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
保

育
園
の
先
生
も
困
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
ノ
ー
ト

と
鉛
筆
を
渡
す
と
な
ぜ
か
落
ち
着
い
て
自
分
で

し
っ
か
り
何
か
を
描
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
自

閉
に
ま
つ
わ
る
多
動
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
が
、
集
中
す
る
と
や
り
続
け
る
こ
と
は
今
も

続
い
て
い
ま
す
。
絵
を
描
く
と
い
う
こ
と
は
、
そ

れ
だ
け
弘
樹
の
興
味
の
あ
る
こ
と
な
ん
だ
と
思
い

ま
す
。

●
オ
ウ
ム
と
イ
ン
コ

弘
樹
が
幼
い
頃
か
ら
一
番
興
味
を
も
っ
た
の
は

オ
ウ
ム
と
イ
ン
コ
で
し
た
。
何
が
最
初
だ
っ
た
か

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
図
鑑
を
見
て
20
種
類
以
上
の

名
前
が
全
て
言
え
ま
し
た
し
、
京
都
動
物
園
に
は

何
度
も
通
い
、
大
き
な
ベ
ニ
コ
ン
ゴ
ウ
イ
ン
コ
を

長
い
間
見
続

け
て
い
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
広
場

で
キ
バ
タ
ン
を

肩
に
乗
せ
て
も

ら
っ
た
時
の
怖

が
り
な
が
ら
も

喜
ん
で
い
る
姿

は
今
で
も
目
に

浮
か
び
ま
す
。

遂
に
は
家
で

も
飼
お
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、マ
リ
ち
ゃ
ん
（
コ

ザ
ク
ラ
イ
ン
コ
）
と
ル
ル
ち
ゃ
ん
（
ボ
タ
ン
イ
ン

コ
）
は
、
我
が
家
の
カ
ワ
イ
イ
家
族
に
な
り
ま
し

た
。
現
在
も
イ
ン
コ
を
擬
人
化
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

シ
ー
ン
を
描
く
な
ど
、
弘
樹
の
モ
チ
ー
フ
的
な
も

の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
塔
本
先
生
と
の
出
逢
い

幼
稚
園
年
長
の
時
に
枚
方
に
引
っ
越
し
て
き
て

ま
も
な
く
、
近
く
の
塔
本
先
生
の
教
室
に
通
わ
せ

て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

小
学
３
年
生
か
ら
初
め
て
油
絵
も
習
う
よ
う

に
な
り
、
親
は
何
も
わ
か
ら
ず
手
探
り
で
し
た
が
、

弘
樹
は
臆
す
る
こ
と
も
な
く
ど
ん
ど
ん
自
分
の
好

き
な
も
の
を
描
き
続
け
て
い
き
ま
し
た
。
塔
本
先

生
ご
夫
妻
に
は
本
当
に
大
き
く
優
し
く
受
け
入
れ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
細
か
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
教

え
る
の
で
は
な
く
、「
そ
の
子
の
好
き
な
も
の
を
好

き
な
タ
ッ
チ
で
描
け
ば
い
い
」
と
い
う
ご
指
導
方

法
は
こ
だ
わ
り
の
あ
る
弘
樹
に
は
と
て
も
あ
り
が

た
く
、
大
変
恵
ま
れ
た
環
境
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
初
め
て
の
展
示
会
出
品
。
自
分
の
作
品

が
名
前
と
共
に
展
示
さ
れ
る
の
は
率
直
に
う
れ
し

か
っ
た
で
し
ょ
う
し
、
周
り
の
方
か
ら
認
め
ら
れ
、

声
を
掛
け
て
い
た
だ
い
て
誇
ら
し
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
も
と
も
と
人
と
の
会
話
、
接
点
が
大
好
き

な
弘
樹
に
と
っ
て
、
絵
は
こ
の
頃
か
ら
人
と
つ
な

が
る
一
つ
の
大
事
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー

ル
に
な
っ
て
い
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

●
漫
画
も
音
楽
も
家
族
も

描
く
対
象
も
ど
ん
ど
ん
拡
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

弟
も
大
好
き
だ
っ
た
ワ
ン
ピ
ー
ス
。
ル
フ
ィ
も
ウ

ソ
ッ
プ
も
サ
ン
ジ
も
チ
ョ
ッ
パ
ー
も
、
こ
ち
ら
が

び
っ
く
り
す
る
く
ら
い
あ
っ
と
い
う
間
に
描
く
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
大
好
き
で
い
つ
も
聴

い
て
い
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
作
曲
家
た
ち
。
シ
ュ
ー

ベ
ル
ト
、
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
、
シ
ョ
パ
ン
ｅ
ｔ
ｃ
。

ケ
テ
ル
ビ
ー
っ
て
誰
？
と
い
う
私
の
疑
問
は
さ
て

お
き
（
笑
）、
ど
ん
ど
ん
多
く
の
肖
像
画
的
な
も

の
が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。
外
国
か
ら
日
本
へ
、

山
田
耕
筰
、
滝
廉
太
郎
の
音
楽
家
か
ら
福
沢
諭
吉

や
野
口
英
世
、
北
里
柴
三
郎
と
い
っ
た
昔
の
偉
人

に
も
発
想
が
展
開
し
て
い
っ
た
よ
う
で
す
。

そ
し
て
常
に
描
い
て
い
る
の
が
家
族
で
す
。
私

た
ち
夫
婦
と
弟
の
４
人
家
族
に
と
ど
ま
ら
ず
、
親

戚
、
祖
父
母
、
そ
の
前
の
ご
先
祖
様
ま
で
思
い
を

馳
せ
て
い
る
よ
う
で
、
弘
樹
の
描
く
家
族
は
本
当

に
大
人
数
で
つ
な
が
り
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
も
ち

ろ
ん
実
際
の
祖
父
母
も
大
好
き
で
、
実
家
に
帰
る

こ
と
を
い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
今
は
妻

の
母
だ
け
に
な
り
ま
し
た
が
、
戻
る
と
た
く
さ
ん

置
い
て
あ
る
ア
ル
バ
ム
を
飽
き
る
こ
と
な
く
見
続

け
て
い
ま
す
。
弘
樹
の
中
で
は
一
番
近
い
つ
な
が

り
が
あ
る
大
事
な
人
た
ち
な
の
で
し
ょ
う
。

思
い
の
ま
ま
に
描
き
続
け
て
　
　
　  　

 

影
山 

俊
彦

ご家族さま
より寄稿

枚方まちかどアート

●
こ
れ
か
ら
も
描
き
続
け
て

現
在
、
弘
樹
は
福
祉
工
場
に
勤
め
な
が
ら
、
休

日
は
あ
ち
こ
ち
好
き
な
所
に
出
か
け
た
り
、You 

Tube

で
好
き
な
動
画
や
音
楽
を
視
た
り
聴
い
た

り
す
る
毎
日
で
す
。
そ
し
て
大
好
き
な
絵
は
天
才

ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ 

と
大
阪
の
教
室
で
お
世
話
に

な
り
な
が
ら
描
き
続
け
て
い
ま
す
。
年
を
経
る
中

で
展
示
会
に
も
多
く
出
品
し
て
き
ま
し
た
し
、25

才
の
時
に
は
初
の
個
展
を
開
催
す
る
こ
と
も
で
き

ま
し
た
。
１
月
に
は
京
都
伏
見
で
久
し
ぶ
り
の
個

展
も
予
定
し
て
お
り
、
活
動
を
一
つ
ひ
と
つ
積
み

重
ね
て
い
ま
す
。

32
才
に
な
っ
た
弘
樹
で
す
が
、
し
っ
か
り
働

く
中
で
少
し
で
も
人
の
お
役
に
立
ち
、
日
常
の
中

で
自
分
の
楽
し
み
や
喜
び
を
で
き
る
だ
け
多
く
見

つ
け
、
感
じ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
絵
は
一
つ
の
大
き
な
楽
し
み
。
大
好

き
な
人
た
ち
と
つ
な
が
る
た
め
に
も
描
き
続
け
て

ほ
し
い
と
心
よ
り
思
い
ま
す
。

最
後
に

な
り
ま
し

た
が
、
温

か
く
ご
支

援
く
だ

さ
っ
て
い

る
皆
さ
ま
、

本
当
に
あ

り
が
と
う

ご
ざ
い
ま

す
。
お
世

話
に
な
っ

て
ば
か
り
で
誠
に
恐
縮
で
す
が
、
引
き
続
き
何
と

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

キテミテ中之島2023

御殿山美術センター
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レポート

トピックス

作
品
販
売
の
提
携
を
始
め
ま
し
た
！

当
機
構
は
こ
れ
ま
で
に
作
品
５
千
点
を
収
蔵
し

て
い
ま
す
。
２
０
２
０
年
よ
り
作
品
販
売
を
始
め

て
作
家
に
収
益
を
還
元
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し

自
前
で
の
販
売
拡
大
に
は
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
の
限
界

も
あ
る
た
め
、
市
中
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
作
品
販
売

を
仲
介
、
あ
る
い
は
代
行
す
る
企
業
さ
ま
等
と
の

提
携
も
始
め
て
い
ま
す
。

そ
の
第
１
弾
と
し
て
、
障
碍
の
あ
る
作
家
の

ア
ー
ト
作
品
を
「
福
祉
活
動
や
障
害
者
ア
ー
ト
と

い
う
枠
組
み
だ
け
に
当
て
は
め
ず
、
そ
の
素
晴
ら

し
さ
を
世
界
に
広
め
る
」
活
動
を
す
る
合
同
会
社

A
m

iA
m

i

（
本
社
京
都
市
伏
見
区
）
さ
ま
と
提
携

し
ま
し
た
。
同
社
は
作
品
販
売
や
そ
の
サ
ブ
ス
ク

の
ほ
か
、
よ
り
「
手
軽
に
作
品
を
楽
し
め
る
」
と

の
コ
ン
セ
プ
ト
で
、
作
品
ア
ー
カ
イ
ブ
を
活
用
し

て
、
各
ブ
ー
ス
で
商
談
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

当
機
構
は
、
所
蔵
す
る
５
千
点
を
超
え
る
作
品

の
販
売
や
レ
ン
タ
ル
、
ア
ー
カ
イ
ブ
を
活
用
し
た

複
製
画
の
レ
ン
タ
ル
や
土
産
用
グ
ッ
ズ
へ
の
デ
ザ

イ
ン
採
用
等
の
提
案
を
行
い
ま
し
た
。
ア
ー
ト
分

野
を
希
望
す
る
施
設
10
数
社
の
ご
来
訪
を
い
た
だ

き
、
ご
要
望
に
沿
っ
た
提
案
を
し
ま
し
た
。
１
社

の
内
定
が
あ
り
、
ほ
か
に
数
社
に
ご
検
討
を
い
た

だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
、
具
体
化
し

ま
し
た
ら
次
号
以
降
で
報
告
し
ま
す
。

大丸京都店で開催された
『アートとともに社会に元気を届ける販売会をやります』

京
都
の
匠
の
素
材
と
宿
泊
施
設
を
む
す
ぶ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
コ
ト
ノ
ム
ス
ビ
」
に
出
展

23
年
12
月
12
日
（
火
）・
13
日
に
（
水
）、
左
京

区
岡
崎
の
京
都
市
総
合
展
示
場
「
み
や
こ
め
っ
せ
」

で
開
催
さ
れ
た
「
コ
ト
ノ
ム
ス
ビ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
に
出
展
し
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
京
都
市
内
の
伝
統
産
業
な

ど
の
特
色
あ
る
「
モ
ノ
」
づ
く
り
や
「
コ
ト
」
体

験
等
を
提
供
す
る
企
業
や
団
体
と
、
市
内
の
ホ
テ

ル
・
旅
館
等
の
宿
泊
施
設
と
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ

ン
グ
商
談
会
を
進
め
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
本

年
は
第
２
回
目
で
、
７
月
に
あ
っ
た
募
集
に
応
募

し
、
審
査
の
う
え
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
、
み
や
こ
め
っ
せ
地
下
１
階
特
設
会
場
に

は
、
本
年
の
採
択
企
業
・
団
体
30
社
の
多
彩
な
製

品
や
作
品
等
の
「
モ
ノ
」、
魅
力
的
な
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
等
の
「
コ
ト
」、
の
展
示
が
一
堂
に
並
び
、

参
加
者
と
し
て
も
た
い
へ
ん
魅
力
的
で
ワ
ク
ワ
ク

す
る
よ
う
な
雰
囲
気
で
し
た
。
こ
れ
に
、
世
界
有

数
の
ホ
テ
ル
チ
ェ
ー
ン
や
日
本
を
代
表
す
る
よ
う

な
ホ
テ
ル
・
旅
館
60
社
の
ご
担
当
者
が
来
場
さ
れ

た
複
製
画
の
サ
ブ
ス
ク
も
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
販
売
実
績
〉

『
バ
ス
ケ
ア
ー
ト
・
イ
ベ
ン
ト
』

　
23
年
８
月
11
日　

BALLER’S 

神
戸
店

『Am
iAm

i CAN
VAS

展
』

23
年
８
月
23
日
～
26
日

京
都
信
用
金
庫Q

U
ESTIO

N

１
階

『
ア
ー
ト
と
と
も
に
社
会
に
元
気
を
届
け
る
販
売
会
を
や
り
ま
す
』

23
年
11
月
15
日
～
21
日

大
丸
京
都
店
５
階

詳
細
は
同
社W

eb

サ
イ
ト

https://w
w

w.am
iam

i.shop

天才アートKYOTOのブース 会場の様子
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吉村建設工業（株）
京都市中京区西ノ京小倉町135番地

075-802-1360

【
表
紙
の
作
品
に
つ
い
て
】

道
家
は
、
自
身
が
訪
れ
た
場
所
で
見
つ
け
た
物
や
風
景
の

写
真
を
参
考
に
し
て
描
き
ま
す
。
モ
チ
ー
フ
は
花
で
あ
っ
た

り
置
物
だ
っ
た
り
と
、
彼
が
面
白
い
と
感
じ
た
物
が
主
で
す
。

道
家
の
制
作
は
、
ひ
と
つ
の
モ
チ
ー
フ
に
対
し
て
時
間

を
か
け
て
観
察
し
、
肉
厚
な
タ
ッ
チ
で
慎
重
に
描
か
れ
ま
す
。

鑑
賞
者
は
細
部
ま
で
描
か
れ
た
道
家
作
品
を
見
た
と
き
、
彼

の
見
て
い
た
物
と
そ

の
感
受
性
を
追
体
験

で
き
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

京都上鳥羽
の

印刷会社（有）森田美術印刷
京都市南区上鳥羽火打形町12  ☎ 075-692-3131

妙心寺 塔頭

　　   養  徳  院
永代供養のお寺　075-461-2898

〈
編
集
後
記
〉

第
11
回
天
才
ア
ー
ト
展
は
、
創
作
の
現
場
を
見
て
い
た
だ

く
と
い
う
展
示
ス
タ
イ
ル
が
好
評
で
す
が
、
交
通
ア
ク
セ
ス
の

面
や
認
知
度
の
低
さ
か
ら
、
今
回
は
従
来
以
上
に
来
場
者
が

少
な
く
、
少
々
残
念
な
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
次
回
は
多
く

の
皆
さ
ま
に
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ
う
、
い
ろ
い
ろ
な
工
夫
を

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
初
め
て
海
外
の
ア
ー
ティ
ス
ト
支
援
組
織
と
オ
ン
ラ

イ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
貴
重
な
機
会
を
作
っ
て
い

た
だ
い
たM

egum
i Berrington

さ
ん
に
こ
の
場
を
借
り

て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
経
験
を
活
か
し
、
来
年
以
降

は
積
極
的
に
国
内
外
の
団
体
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
の
接
点
を

増
や
し
、
活
動
の
場
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

会報「天才アート」は、株式会社 SCREEN グラフィックソリューションズが提供する
ヒラギノフォントを使用しています。

イベントの様子は YouTube でもご覧になれます

企
業
・
団
体
の
助
成
、
協
賛
の
募
集

当
機
構
の
運
営
予
算
の
多
く
は
、
企
業
さ
ま
や

団
体
さ
ま
の
助
成
金
や
協
賛
金
な
ど
に
よ
っ
て
支

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
２
０
１
１
年
の
活
動
開
始

以
来
、
登
録
作
家
は
15
人
か
ら
現
在
49
人
と
大
幅

に
増
え
、『
天
才
ア
ー
ト
展
』
や
『
青
空
美
術
館
』

な
ど
の
各
種
展
示
事
業
、
作
品
収
蔵
と
作
品
ア
ー

カ
イ
ブ
事
業
、『
会
報
』
発
行
な
ど
の
広
報
事
業

等
々
幅
広
く
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

展
示
や
協
働
事
業
な
ど
の
オ
フ
ァ
ー
が
年
々
増

え
て
き
て
お
り
、
画
材
費
の
高
騰
な
ど
と
と
も
に

資
金
の
確
保
が
常
に
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
多
く
に
企
業
な
ど
の
ご
助
成
や
ご
協
賛
の
支

援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
特
別
協
賛
な
ど
の
企
業
さ
ま
・
団
体
さ
ま
】

　
株
式
会
社SCREEN
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
さ
ま

　
一
般
財
団
法
人
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｈ
Ａ
財
団
さ
ま

　
株
式
会
社
村
田
製
作
所
さ
ま

　
村
田
機
械
株
式
会
社
さ
ま

道家大偉之　Doke Taishi  
2001 年生

『店先のかざり置物狸‼』　
鉛筆・アクリル絵の具・画用
紙　380×538mm　2023
年制作

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
日
本
を
つ
な
ぐ

オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

２
０
２
３
年
９
月
20
日（
水
）18
時（
日
本
時
間・

現
地
と
は
時
差
が
８
時
間
）、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
支
援
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
「Culture Collective

」
と
天
才

ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
を
つ
な
い
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
や
日
本
か
ら
の
参
加
者
に
加

え
、
遠
く
は
タ
ン
ザ
ニ
ア
か
ら
も
参
加
さ
れ
、「
自

国
で
は
障
碍
を
持
っ
て
い
る
方
は
あ
ま
り
よ
く
思

わ
れ
て
い
な
い
が
、
今
回
の
発
表
内
容
に
共
感
し
、

よ
り
良
い
社
会
に
な
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
」

と
い
う
声
の
ほ
か
、「
感
動
し
た
」「
面
白
か
っ
た
」

と
多
く
の
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
の
様
子
は
、左
に
記
載
のU

RL

やYou
Tube

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

https://w
w

w.culturecollective.scot/
events/international-perspectives-4-
tensai-art-kyoto/
https://w

w
w.youtube.com

/
w

atch?v=FZB2oN
41lZc&

t=5s


